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添付資料
備考

（測定方法等）

添付有 参考資料1

特性

有害性情報 添付有 参考資料1

結晶構造

凝集状態／分
散状態

＜測定装置＞
ＳＥＭ

粒度分布

平均一次粒径 ｎｍ
＜測定装置＞
ＴＥＭ

概要

１．SDSの添付

　当社製品（ZEONANO® SG101）のSDSに詳細が記載

されている。

　その他、NEDOプロジェクト「ナノ粒子特性評価手

法の研究開発」(P06041)、並びに「低炭素社会を実現

するナノ炭素材料実用化プロジェクト」（P10024）

成果報告書にカーボンナノチューブの有害性等の情

報の詳細が記載されている。

　グラファイト螺旋円筒結晶

２．ナノマテリアルの特性

・単層カーボンナノチューブ
・高強度、高柔軟性
・高熱伝導性
・高電流密度
・比表面積が大きい

項目

　製品中ではミクロンオーダーの凝集状態で存在し
ている。

　データなし

　およそ４
　（チューブ平均径）



製品粒径 ｎｍ
＜測定装置＞
ＳＥＭ

製品形状

密度 g/cm3

比表面積 m2/g
＜測定装置＞
ＢＥＴ法

表面電荷 ｍV

化学組成
＜測定装置＞
ＴＧＡ

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響、土壌中の
移動性等）

製造・輸入量
（令和３年度・概
数）

製造量

　凝集体で数μｍから数ｍｍ程度

　粉体
　一次粒子は繊維状

　８００以上

　データなし

３．ばく露情報

（１）製造・輸入に関する情報

　データなし

　炭素（含有量：９９％以上）

　データなし

172t-222t

(会員企業の令和3年度製造量合計:NBCI調べ)



主な用途① 用途分類

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

労働者のばく
露情報
（ばく露対象者、
ばく露活動・時間
等）

工程からの環
境排出量

添付有 参考資料2

計測技術と計
測結果

添付有 参考資料2

（２）ばく露情報

b

127

139

128

y
主な用途

y

　研究室のＣＮＴ製造所で使用されるＨＥＰＡフィ
ルター付着物をラマン分光光度計で測定した結果、
ＣＮＴは検出されなかった。
　ＣＮＴの作業環境計測方法に関しては、産総研の
ＨＰにて公開されている。
URL：http://www.aist-
riss.jp/main/modules/product/nano_tasc.html

　なお、パイロットプラントにおけるＣＮＴ製造時
におけるＣＮＴの飛散状況を測定した結果に関して
は、以下の論文を参照されたい。
Ogura I, Kotake M, Hashimoto N, Kishimoto A
(2012).
Release characteristics of single-wall carbon
nanotubes during manufacturing and handling.
The 3 International Conference on Safe
Production and Use of Nanomaterials - NANOSAFE
2012, Nov. 13–15, 2012, Grenoble, France.

４．リスク評価・管理の状況

　スーパーグロース法を用いて製造している。

　作業：ＣＮＴ製造
　時間：平均６時間／日・人

　研究室のＣＮＴ製造所で使用されるＨＥＰＡフィ
ルター付着物をラマン分光光度計で測定した結果、
ＣＮＴは検出されていない。なお、ＣＮＴ工場でも
研究室と同様の設備としている。



リスク評価結
果

ばく露・排出
抑制対策

本材料は、下記文献にリスク評価結果等が記載され
ている。
「スーパーグロース単層カーボンナノチューブ（SG-
単層CNT）安全性データおよびTASC自主安全管理の紹
介」(2016年)
　監修：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 他
　発行：技術研究組合 単層 CNT融合新材料研究開発
機構(TASC)
　委託元：独立行政法人 新エネルギー・産業技術総
合開発機構(NEDO)

上記試験評価に加え、ラットを用いた腹腔内投与試
験を実施した結果、中皮細胞に発がん性は認められ
なかった。
また、13週吸入暴露試験においても、肺や他器官の
病理組織学的変化は認められなかった。
更に、マウスのリンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変
異試験を実施した結果、遺伝毒性誘発性は認められ
なかった。
これらの追加試験情報については当社SDSに追加して
いる。

１）ＣＮＴ取扱い
　クリーンルーム内での作業であり、排気はＨＥＰ
Ａフィルター経由で大気に排出
２）ＣＮＴ製造装置
　クリーンルーム内での作業であり、作業者とは隔
離されている
３）保護具
　ウエア、手袋、マスク、ゴーグルの着用徹底
４）保管
　密閉性の高い容器での保管
５）作業記録の徹底



労働者への教
育

今後の対策等
のロードマッ
プ

　当社のホームページにCNTに関する情報を公開して
います。
　https://www.zeon.co.jp/

〔トピックス〕
　国立研究開発法人　産業技術総合研究所との共同
研究により、細胞内でのSG-CNTの生分解性が確認さ
れた（上記ホームページのプレスリリース参照）。

・作業従事者に対して、上記ばく露対策の説明、保
護具着用の徹底を実施
・関係官庁の動向説明

国内外の情報を調査し、状況に応じてハザード評価
等を実施する予定にしている。

５．ナノマテリアルの性質等に関する事業者のコメント（ユーザに対するアドバイス等）

６．その他

　当社CNTは「高いアスペクト比（長尺）」、「高純
度」、「表面積が大きい」等の特長を有しているこ
とからその適用範囲は広く、エネルギー分野、エレ
クトロニクス分野、機能材料分野、構造材料分野多
岐に展開されると予測している。























研究室のＣＮＴ製造所ＨＥＰＡフィルター調査

製造者 近藤工業
名称 Absolute Filter

Model 1LA-100
0.3μm粒子99.97%+捕集

使用期間 H17.2.28～H18.2.15
(353 days)

フィルタ総面積 13.0 m2

エア処理量 4080 m3/h

単位面積(1m2)当たりのエア処理量総計
4080×24×353/13 = 2,658,905 m3/m2

取り付け状態

添付資料２



取り外したフィルター

拡大

新品のフィルター



ラマン分光分析 ～ＨＥＰＡフィルタの直接分析～

マクロ測定（測定エリア＝約5e-8 m2）

フィルタ表面（７ヶ所測定平均）

フィルタ裏面
（バックグラウンドとして測定、
３ヶ所測定平均）

ＨＥＡＰフィルターに付着した単層ＣＮＴは検出限界以下

スーパーグロース法で作製した
単層ＣＮＴ
（ＨＥＰＡフィルター付着物でなく、別途単層
ＣＮＴを直接測定した結果）



ラマン分光分析 ～ＨＥＰＡフィルター付着ダストの測定～
フィルター片（41 cm2）からダストを抽出
（エタノールに浸して超音波処理
→孔径0.2μmのメンブレンで濾過）

フィルタ表面

フィルタ裏面

抽出したダスト

抽出したダストのラマンスペクトル（前ページの図にスペクトルを追加）

スーパーグロース法で作製
した単層ＣＮＴ

ＨＥＡＰフィルター抽出ダストを測定しても単層ＣＮＴは検出限界以下
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